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ー般会計に1t誠，&02万5干円を追加
6月定例市議会は， 6月10日に招

集され， 17日終了しました。会期中

に提出された議案は20議案で，それ
ぞ、れ審議可決承認されました。

六
月
定
例
市
議
会

議
決
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

口
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出

の
総
額
に
一
億
八
千
五
百
二
万
五
千
円

を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を
七
十

二
億
四
千
九
百
八
十
九
万
五
千
円
と
す

る
も
の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、

用
地
買
収
費
二
千
五

十
二
万
円
、
市
民
会
館
の
運
搬
用
機
器

及
び
冷
房
機
器
の
設
置
費
五
百
二
十
五

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

企六月定例市議会から

民
生
費
で
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
一
千
万
円
、
児

童
福
祉
費
で
は
、
保
育
所
措
置
費
の
改

正
に
伴
い
私
立
保
育
園
の
委
託
料
二
百

九
万
六
千
円
そ
の
他
一
連
の
経
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

労
働
費
で
は
、

失
業
対
策
事
業
を
効

率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ダ
ン
プ
カ
ー

一
台
の
購
入
費
三
百
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、

新
規
事
業
と

し
て
認
承
に
な
り
ま
し
た
転
作
促
進
対

策
特
別
事
業
費
六
百
二
十
八
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、

中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
事
業
資
金
二
千
万
円
を
預

託
、
水
族
館
設
計
委
託
料
四
千
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、

県
の
事
業
で
角
川
改

良
事
業
の
附
帯
工
事
と
し
て
、
大
光
寺

橋
改
築
工
事
負
担
金
百
七
十
四
万
六
千

円
、
道
路
維
持
費
六
百
万
円
及
び
橋
梁

維
持
費
三
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、

洗
足
学
園
魚
津
短
期

大
学
の
用
地
買
収
費
の
内
金
四
千
万
円

村
木
小
学
校
の
窓
枠
取
替
修
理
費
百
八

十
万
円
及
び
片
貝
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の

排
水
工
事
費
三
百
万
円
、
民
俗
資
料
館

の
備
品
購
入
費
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た。
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
、
国
県

支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
付
金
、
繰
越

金
及
び
諸
収
入
を
充
当
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

口
五
十
三
年
度
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

口
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

口
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

係
V

口
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

口
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

口
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例

口
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
日
雇
労
働
者
就
職
支
度
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

口
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て

口
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
の
事
業

計
画
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
口
五
十
二
年
度
魚
津
市
継
続
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

口
魚
津
港
北
地
区
内
の
公
有
水
面
埋
立

に
つ
い
て

口
市
議
会
議
員
の
報
酬
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

口
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

伊
口
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関

口
い市す
て営る
{主条
宅例
新の
築ー
工部
事を
請改
負正
契す
約る
に条
つ例

(2) 

d

可
六
市
議
表
彰
状
伝
達

彰

六
月
十
日
に
招
集
さ
れ
た
市
議
会
本

会
議
に
先
だ
ち
、
野
崎
副
議
長
か
ら

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
程
に
よ
る

十
年
勤
続
議
員
六
氏
の
表
彰
状
伝
達
が

あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

吉
田

甚

蔵

長

田

日

晴

河

崎

直

治

加

藤

成

司

高
慶
平
之
丞

伊
藤
甚
一

議
長
議
員" " " 



第三種郵便物認可・・..昭和53年 7月1日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
ふ
え

つ
づ
け
る
医
療
費
の
た
め
、
加
入
者
が

納
め
る
保
険
税
や
固
か
ら
の
補
助
金
だ

け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
り
、
今

年
四
月
か
ら
保
険
税
を
一
八

・
七
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
次
に
そ
の
内
容
や
現
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
国
保
事
業
給
付
の
し
く
み

現
在
市
に
は
約
五
千
五
百
世
帯
一
万

六
千
七
百
人
の
人
が
国
保
に
加
入
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
、
保
険
証
を
使
用
し
て
医
師

に
み
て
も
ら
い
ま
す
と
、
か
か
っ
た
医

療
費
の
三
割
を
自
己
負
担
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
の
七
割

は
市
(
国
保
会
計
)
か
ら
支
払
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
皆
さ
ん
が
支

払
う
医
療
費
が
一
か
月
三
万
九
千
円
(

総
費
用
額
十
三
万
円
)
以
上
に
な
っ
た

場
合
は
、
三
万
九
千
円
を
こ
え
る
全
部

の
額
を
市
(
国
保
会
計
)
か
ら
支
払
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
助
産
費
(
六
万
円
)
育
児

手
当
金
(
五
千
円
)
葬
祭
費
(
五
千
円
)

等
を
支
払
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。V
国
保
の
財
源

国
保
事
業
は
、
市
が
経
営
主
体
と
な

り
、
市
の
一
般
会
計
と
き
り
離
さ
れ
て

特
別
会
計
と
し
て
経
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
主
と
し
て
国
保
税
と

国
の
補
助
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
二

年
度
国
保
会
計
の
財
源
内
訳
を
申
し
ま

す
と
、
国
の
補
助
金
が
し
め
る
割
合
は

六
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
保
税
三
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
の
他
の
収
入
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

V
な
ぜ
医
療
費
は
ふ
え
る
か

そ
の
主
な
原
因
は
、
本
年
二
月
医
療

費
の
改
定
で
九

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

上
げ
に
な
っ
た
こ
と
、
お
と
し
よ
り
の

医
療
費
の
増
高
、
ま
た
医
学
の
進
歩
に

よ
り
高
度
の
検
査
や
治
療
法
が
保
険
に

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

や
一
般
医
療
の
自
然
増
等
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
V
本
年
度
の
国
保
税

本
年
度
の
予
算
所
要
見
込
み
税
は
五

億
五
百
四
十
八
万
一
千
円
に
対
し
、
昨

年
度
の
税
収
は
四
億
一
千
四
百
三
十
六

万
四
千
円
で
約
九
千
一
百
万
円
が
不
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
は
、
国
保
税
を
次
の
と
お
り
引

き
上
げ
て
国
保
財
政
の
健
全
化
を
は
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

V
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

税
率
等
の
改
正

護 喜
プλ可E35Z 主プ可否会『 議
号募 号募

産郡資l 。 。
五一

三口善つ
草l

V
み
ん
な
の
健
康
を
守
る
た
め
に

み
ん
な
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
国

保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
な
に
よ
り
も
病
気
に
か
か
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
つ
と
め
、
医
療
費
の
節
減
を
は

か
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
医
療
費
が
ふ
え

れ
ば
そ
れ
に
つ
れ
て
私
た
ち
の
納
め
る

保
険
税
も
ふ
え
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
を
充
分
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
高

額
療
養
費
委
任
払

方
式
の
実
施
に
つ

い
て

高
額
療
養
費
委
任
払
方
式
と
は
、
被

保
険
者
(
患
者
)
が
医
療
機
関
で
支
払

う
一
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
(

医
療
費
総
額
の
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
が

三
万
九
千
円
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
を
立
替
え
払
い
を
し
て
い
た
の
を
、

市
が
患
者
に
代
っ
て
医
療
機
関
に
直
接

支
払
う
方
法
を
い
い
ま
す
。
こ
の
度
市

に
お
い
て
は
、
こ
の
委
任
払
方
式
を
市

医
師
会
及
び
富
山
労
災
病
院
の
協
力
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
人
の
負
担
の

便
宜
を
は
か
る
た
め
、
次
の
と
お
り
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
適
用
す
る
医
療
機
関

魚
津
市
内
の
医
療
機
関
(
医
科
の
み
)

及
び
富
山
労
災
病
院

二
、
手
続
方
法

高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
当
該
医
療
機
関
で
支
払
い

に
必
要
な
委
任
状
(
医
療
機
関
に
配
布

済
)
に
所
要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

三
、
実
施
時
期

昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

市
民
課
国
保
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

h
F
清
掃
奉
仕
中
の
北
電
職
員

北
電
職
員
が
市
内

三
公
園
を
清
掃
奉
仕

六
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、
北
電
魚

津
営
業
所
、
同
電
力
所
、
保
安
協
会
魚

津
支
部
の
職
員
が
昼
休
み
を
返
上
し
、

新
金
屋
公
園
、
上
村
木
公
園
、
東
栄
町

公
園
の
三
児
童
公
園
で
草
刈
り
や
、
遊

具
施
設
の
ペ
ン
キ
塗
り
直
し
な
ど
の
清

掃
を
し
て
、
き
れ
い
な
公
園
に
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
環
境
週
間
に
ち
な
ん
で

北
電
の
み
な
さ
ん
が
昨
年
に
引
続
き
自

発
的
に
奉
仕
さ
れ
た
も
の
で
付
近
の
住

民
か
ら
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
七
日
市
役
所
に
清
河

市
長
を
訪
ね
ら
れ
た
文
化
町
九
番
三
号

の
広
瀬
フ
サ
さ
ん
が
、

『
助
産
婦
と
し

て
こ
の
道
約
五
十
年
、
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
長
く
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
感

謝
の
気
持
で
す
』
と
社
会
福
祉
関
係
に

現
金
百
万
円
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し

た。
市
で
は
こ
の
尊
い
寄
付
を
社
会
福
祉

事
業
に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

固定資産税第2期分

納期限7月31日

国民健康保険税第1期分

(3) 
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70億2，927万円 (51年同期より15億8，680万円の増)総額

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
二
回
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
二
年
度
予
算
の
五
十

二
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
の
執
行
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
六
十
億
九
千
九
百
八
十
万
円
で
、

五
十
二
年
十
月
か
ら
五
十
三
年
三
月
ま

で
の
下
半
期
で
急
を
要
す
る
経
費
や
建

設
事
業
費
を
五
回
に
わ
た
っ
て
五
億
二

千
九
百
八
十
六
万
円
を
追
加
補
正
し
ま

し
た
。先
に
公
表
し
た
上
半
期
分
の
補
正
額

を
加
え
る
と
、
七
十
億
二
千
九
百
二
十

七
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

3月末における収支状況

補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
経
団
漁
港

修
築
事
業
六
千
四
百
五
十
一
万
円
、
大

町
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
事
業
八
千
九

百
八
十
八
万
円
、
経
団
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
用
地
費
等
四
千
九
百
九
十
一

万
円
、
小
口
事
業
資
金
貸
付
金
一
千
七

百
万
円
、
除
雪
対
策
費
一
千
六
百
九
十

一
万
円
、
老
人
医
療
費
三
千
百
八
十
八

万
円
、
加
積
地
区
都
市
改
造
事
業
一
千

%
 

% 収入・支出割合

図収入支出済額

己予 客員算

状況

庁舎建設債 9，368万円

県貸付金 7，455朋

財政対策債 7，370万円

特例地方債 7，170万円

消 防債 6，094万円
農林水産業債 5，932万円

災害復旧債孟森?:3;52R
火災復旧債 3，765万円
公営住宅債 1，930万円
転貸債 372JiPl

の市債

五
百
万
円
、
本
江
小
学
校
内
装
工
事
一

千
十
五
万
円
、
街
路
事
業
一
千
二
百
万

円
、
青
島
保
育
園
増
築
工
事
七
百
五
十

万
円
、
そ
の
他
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人

件
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
三
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

一時借入金の状況

借入済 借入先 借入期間

50，000，000 円 北陸銀行 52.12.26-53.1 . 5 

50，000，000 " 53.1 .26-53.2 .28 
100，000，000 " 53.1 .31-53.2 .28 
100，000，000 " 53. 2 . 27 -53. 4 . 28 
150，000，000 " 53. 3 . 1 -53. 3 .31 

市債総額 20億3，249万円
住民|人当り負担額 41，309円
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IIJ 
52年度下半期

|53年3月31日現在|

4
『
完
成
し
た
経
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

土地 建物
526，983m2 119，034m2 

ち芽f 正隆噴
有価証券その他 基金
46，957千円 381，203千円

彊5色 4「詮雪ごグむ' 

一般会計の歳入歳出

市有財産の状況

一般会計費目別予算執行状況(3月末)

入

107円

126円

271円

413円

487円

1，048円

歳

区 分 予算額 収入済額 収入割合
万円 万円 % 

市 手見 171.意9，686 17億7，745 98.9 

国庫支出金 16117，744 15億9，156 94.9 

地方交付税 11{章1，243 12f.意0，383 108.2 

市 {責 91t7，260 9，290 9.6 

県 支 出 金 4億8，193 4{意2，738 88.7 

繰 越 金 3億0，664 3f.意0，664 100.0 

分担金及び負担金 1f.章8，175 1f.意6，547 9l.0 

諸 収 入 l億7，934 1f.章0，899 60.8 

員オ 産 ヰ又 入 11.車1，142 1f.車1，078 99.4 

使用料及び手数料 11.草0，519 1f.意0，115 96.2 

自動車取得税交付金 3，500 5，763 164.7 

地方 譲与税 3，000 3，397 113.2 

寄 附 金 1，583 1，504 95.0 

娯楽施設利用税交付金 1，500 1，444 96.3 

交通安全対策特別交付金 784 784 100.0 

計 701l2，927 60億1，507 85.6 1，484円5，753円

区 分 予算額 支出済額 支出割合
万円 万円 % 

民 生 費 14億8，7l2 12億5，769 84.6 

土 木 費 12億0，545 9億1，084 75.6 

教 育 費 11億3，848 8{意7，455 76.8 

総 務 費 10億2，165 9億3，773 9l.8 

農林水産業費 7f.意7，040 6{意5，460 85.0 

災害復旧費 3f.意0，568 2億0，445 66.9 

:i::: イ責 費 2億6，422 2億4，593 93.1 

消 防 費 2億1，226 2{意0，240 95.4 

衛 生 費 1{意9，648 1ft7，928 9l.2 

商 工 費 1i意8，566 1ft4，053 75.7 

労 働 費 1ft1，615 1ft1，106 95.6 

議 ~ 費 9，684 9，522 98.3 

諸 支 出 金 1，888 316 16.7 

予 {庸 費 1，000 

計 70億2，927 58{章1，744 82.8 

句。
ム

9

円
一
円
一
円
す

F
U
-
-
1
-
r
D
-

。。-守'一守
I

4

7

マ
，
-
守

'
-
q
d
-

-
，
-
'
ム
6

qr』
一

r
a

-
R
u
-4

4
円

占

3
千

」

2
位

」
l

単

10，797円

61，114円

61，906円
4一一___l_
3 2 I 

出歳

特別会計予算執行状況(3月末)

会計区分 予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合
万円 万円 % 万円 % 

下水道事業 742 544 73.3 517 69.7 

簡易水道事業 2，733 2，583 94.5 2，549 93.3 

国民健康保険事業 118，421 110，546 93.3 97，672 82.5 

農業共済事業 10，831 10，653 98.4 8，565 79.1 

駐車場事業 1，265 216 17.0 1，160 9l. 7 

計 133，992 124，542 92.9 110，463 82.4 

6 5 4 
(単位万円)

(5) 



第三種郵便物認可・・.昭和53年 7月1日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

昭和52年度損益収支状況(単位 :千円)

区 分 予算額
収 支

亦予Iす算る額割に合
上半期下半期 5十

給 水収益 133，860 66，401 66，487 132，888 99.2% 

受託工事収益 23，234 8，814 13，003 21，817 93.9 

その他の収益 3，850 627 3，035 3，662 95.1 

収益合計 160，944 75，842 82，525 158，367 98.3 

原水及び浄水費 15，437 5，733 8，938 14，671 95.0 

配水及び給水費 17，726 10，004 7，722 17，726 100.0 

受託工事費 19，283 5，867 13，066 18，933 98.1 

総 係 費 63，157 27，430 34，392 61，822 97.8 

減価償却費 18，812 9，229 9，230 18，459 98.1 

支 払利息 24，622 11，411 13，121 24，532 99.6 

その他の費用 800 487 50 537 67.1 

費 用 合計 159，837 70，161 86，519 156，680 98.0 

(うち職員給与費) 43，830 18，983 24，492 43，475 99.1 

差 号| 1，107 5，681 ム 3，994 1，687 152.3 

面
閉
園
国
軍
圃
置
園
面
閉
園

『

昭

和

五

十

二

年

度

下

半

期

}

戸
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
』

水
道
事
業
の
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す

一
、
業
務
状
況
さ
耳
末
現
在
)

。
給

水

人

口

=

二

、

八

=

二

人

。

給

水

戸

数

七

、
四
九
四
戸

。
総
配
水
量
四
、
四
三
七
、
七
六

O
J

O
総
給
水
量
二
、
七
一
四
、
七
六

O
J

O
有

収

率

六

一

、
二

%

。
送
配
水
管
総
延
長
一
二
五
千
幻

d

『
完
成
し
た
印
回
配
水
池

ニ
、
経
理
状
況

昭
和
五
十
二
年
度
末
の
損
益
勘
定
に

お
け
る
収
支
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。
収
益
で
は
水
道
料
金
や
受

託
工
事
収
入
等
で
、
一
億
五
千
八
百
三

十
六
万
円
と
な
り
、
一
方
費
用
で
は
、

配
給
水
費
、
人
件
費
、
支
払
利
息
等
で
、

一
億
五
千
六
百
六
十
八
万
円
と
な
り
、

差
引
百
六
十
九
万
円
の
利
益
と
な

り
、
こ
れ
を
繰
越
欠
損
金
に
充
当

し
、
昭
和
五
十
二
年
度
末
繰
越
欠

損
金
の
額
は
一
千
六
百
八
十
一
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
建
設
改
良
工
事

昭
和
五
十
二
年
度
下
半
期
に
お

け
る
主
な
実
施
工
事
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

マ
印
回
配
水
池
新
設
築
造
工
事

四
、
三
一
九
万
円

マ
印
回
配
水
池
計
装
設
備
工
事

八
八
五
万
円

マ
都
計
九
号
線
配
水
管
布
設
工
事

二
O
O万
円

マ
都
計
八
号
線
配
水
管
布
設
工
事

二
二

O
万
円

マ
印
回
配
水
池
場
内
配
管
工
事

一
、
三
九
二
万
円

マ
吉
島
、
立
石
線
配
水
管
布
設
工
事

三
九
七
万
円

マ
三
国
一
号
線
配
水
管
布
設
工
事

二
二
三
万
円

マ
吉
島
市
営
住
宅
内
配
水
管
布
設
工
事

二
O
一
万
円

マ
道
坂
、
横
枕
線
配
水
管
布
設
工
事

八
九
五
万
円

工
事
を
延
長
約
八
、
0
0
0メ
ー

ト
ル
、
工
事
費
約
八
、

0
0
0万

円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度

主
な
水
道
事
業

-圃圃・・咽園周臨調圃捗台.( 
t弔問ぢ当面船主乾空軍邑

1.1A?.n!4' ，n2‘~ー
「、~ . . 一一一一τE・・...._tー← E益戸ー副ー

給
水
範
囲
拡
大
に
と
も
な
い
、
口
径

七
五
ミリ
1
一
五

0
.U
の
配
水
管
の
布
設

劃圃

(6) 

水
道

S--沼
イ
ド

水
道
メ
ー
タ
ー
と
検
針

若
山
わ
p
h
ド
佐

欝

.べ
Jrad一
-
-
-
咽
淵
副
・
・
圃
酪
隷
樋
高

去
し・
・
・
・
・
園
田
閥
、議

酔

P
R
民
国
・
・
・
・
・
園
周
狩
製

お
宅
の
水
の
使
用
量
は
正
確
に
メ
ー

タ
ー
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

当
市
で
は
わ
ず
か
な
人
数
で
多
く
の

世
帯
を
検
針
し
て
お
り
、
能
率
よ
く
正

確
に
計
量
し
、
皆
様
よ
り
適
切
な
料
金

を
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
料
金
を
支
払
い
に
な
る
以

上
、
メ
ー
タ
ー
器
の
管
理
と
清
潔
さ
を

保
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一
、
特
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
お
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
と
き
ど

き
そ
う
じ
を
し
て
、
清
潔
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

一、飼
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ツ
ク

ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一、
家
の
増
、
改
築
な
ど
で
、
メ
ー
タ
ー

が
床
下
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
下
に
な

ら
な
い
よ
う
、
屋
外
の
検
針
の
し
や

す
い
場
所
へ
移
し
て
く
だ
さ
い
。
(
そ

の
際
は
市
水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
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市
農
業
委
員
会

委
員
の
選
挙

ー
ー
期
日
は
七
月
十
四
日
|
|

市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
任
期
が
、
七
月
十
九
日
に
満
了
す
る

の
で
、
こ
の
一
般
選
挙
が
公
職
選
挙
法

に
基
づ
き
、
七
月
十
四
日
に
全
国
統
一

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙
の
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す。マ
選
挙
の
日
程

O
選
挙
の
告
示
日
七
月
四
日

ω

O
立
候
補
の
届
出
期
間
七
月
四
日
か

ら
七
月
五
日
ま
で
の
二
日

間
(
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
)

O
立
候
補
届
の
受
付
場
所

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

O
選
挙
の
期
日
七
月
十
四
日
幽

マ
選
挙
区
と
そ
の
区
域

第
一
選
挙
区
旧
魚
津
町
、
下
中
島
村

下
野
方
村
、
上
野
方
村

の
区
域

第
二
選
挙
区
旧
上
中
島
村
、
松
倉
村

の
区
域

第
三
選
挙
区
旧
片
員
谷
村
、
加
積
村

道
下
村
の
区
域

第
四
選
挙
区
旧
天
神
村
西
布
施
村

経
田
村
の
区
域

マ
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

第
一
選
挙
区
三
名

第
二
選
挙
区
三
名

第
三
選
挙
区
四
名

第
四
選
挙
区
四
名

マ
投
票
の
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、

た
だ
し
、
松
倉
第
一
投
票
所

(
白
倉

小
学
校
)
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

マ
投
票
の
場
所

下
中
島
投
票
所
は
、
下
中
島
公
民
館

100，000円

10，000 

20，000 

30，000 

50，000 

20，000 

50，000 

100，000 

3，000 

2，000 

2，000 

100，000 

50，000 

30，000 

古切手 6，871枚

白，鳥 23J3J

中古衣類 50点

松本久達住吉町

島田 稔吉島

島崎孝吉新角川一丁目

浜岡繁雄青島

山本 猛本町一丁目

橋本昭一本町一丁目

五十井憲二 中央通り 二丁目

平井基弘末広町

友田道治新角川一丁目

越 とめ吉島

長谷河長作大光寺

大島英則上村木一丁目

松倉 寿新角川一丁目

谷口初枝金山谷

魚津市農協職員一同

金太郎温泉

匿名

上
中
島
投
票
所
は
、
上
中
島
公
民
館

松
倉
第
一
投
票
所
は
、
白
倉
小
学
校

松
倉
第
二
投
票
所
は
、
坪
野
小
学
校

松
倉
第
三
投
票
所
は
、
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー

上
野
方
投
票
所
は
、
上
野
方
公
民
館

下
野
方
投
票
所
は
、
本
江
公
民
館

片
員
第
一
投
票
所
は
、
片
貝
公
民
館

片
貝
第
二
投
票
所
は
、
あ
け
び
保
育

園

片
員
第
三
投
票
所
は
、
前
東
城
公
民

館

片
員
第
四
投
票
所
は
、
道
坂
公
民
館

加
積
投
票
所
は
、
加
積
公
民
館

道
下
投
票
所
は
、
道
下
公
民
館

経
由
投
票
所
は
、
経
団
福
祉
会
館

天
神
投
票
所
は
、
天
神
公
民
館

西
布
施
第
一
投
票
所
は
、
西
布
施
公

民
館

西
布
施
第
二
投
票
所
は
、
長
引
野
公

民
館

マ
投
票
で
き
る
人

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、
耕

県議会厚生常任委員会

富 ・新総:曲輪l番7号

新川ヴィーラ理事会

大谷清瑞小川寺

越川康晴文化町7の5

北酸側大光寺

中古応接セ ッ ト(4点)

武隈甚造本江新町 中古オルガン

島崎孝吉新角川一丁目2の6衣類20点

若竹児童クラブ キャラメル50個

タオノレ14本

石けん 3ケ

本江新町 生花10本

仏国844 わかめ 7.5kg

シャンプー・石けん

黒 ・東三日市お菓子270袋

ジュース54本

黒・荻生8090 お菓子70袋

作
業
務
を
営
み
、
年
齢
二
十
歳
以
上

の
人
で
、
本
年
一
月
一
日
現
在
で
調

整
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

マ
代
理
投
票
、
不
在
者
投
票
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
内
線
2
0
9
番
へ
ど
う
ぞ
。

自
転
車
置
場
は
、
利
用

者
自
身
で
整
と
ん
し
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〔
国
鉄
駅
前
市
営
自
転
車
置
場
〕

国
鉄
魚
津
駅
前
に
は
、
市
営
の
自
転

車
置
場
が
二
ケ
所
に
設
け
て
あ
り
ま
す
。

自
転
車
に
よ
る
通
勤
、
通
学
が
増
え

満
ぱ
い
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
は
、
付
近
庖
舗
や
、
歩
道
歩
行

者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
整
と
ん
し

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ω
き
ち
ん
と
整
と
ん
し
て
置
く
と
、

も
っ
と
多
く
自
転
車
が
入
り
ま
す
。

5，000円

500，000 

20，000 

5，000 

自
分
の
自
転
車
の
安
全
も
確
保
さ
れ
、

ま
た
駅
前
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

ω
歩
道
に
置
か
れ
る
自
転
車
は
、

歩

行
者
の
迷
惑
で
す
。

歩
行
者
の
交
通

事
故
の
も
と
に
な
る
こ
と
は
、
あ
な
た

自
身
お
気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ω
付
近
の
庖
舗
特
に
喫
茶
庖
の
玄
関

先
に
置
き
放
し
の
自
転
車
も
迷
惑
で
す
。

自
転
車
置
場
利
用
の
皆
様
の
わ
ず
か

の
時
間
の
ゆ
と
り
と
心
が
け
で
、
互
い
に

気
持
ち
良
く
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

4
司
国
鉄
駅
前
の
自
転
車
置
場

11 

男

勲

H

忠田原

林
川

高

亮

(7) 

正応

11 

11 

野畑

金田
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砂
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。

第
二
十
七
回
市
民
体
育
大
会

健
康
で
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
を

育
て
る
た
め
、
次
の
と
お
り
第
二
十
七

回
市
民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
企
画
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
自
己
の
体
力
、
技
術
を
た

め
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
く
わ
し
く
は
市

教
委
体
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
体
育
課
、
ま

た
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

4
司
体
育
大
会
か
ら

親
子
水
泳
教
室

市
陸
上
競
技
教
室

(
初
心
者
歓
迎
)

(
走
ろ
う
会
・
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
を
含
む
)

七
月
三
十

一
日
間
、
八
月

一

日

ω、
二
日
附
、

三
日
嗣
、

四
日
幽

午
後

一
時
i
三
時

O
場
所
東
部
中
学
校
プ
l
ル

O
対

象

親

子

二

O
組
ま
で

O
申
込
先
市
教
委
ま
た
は
総
合
体
育

館
(
七
月
三
十
日
ま
で
)

七
月
三
十
日
間

午
前
九
時
三
十
分
i

十
二
時

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

中
学

・
青
年

・
一
般

・
壮
年

定
員
八
十
名

O
申
込
期
日
七
月
二
十
七
日
ま
で

O
申
込
先
市
教
委
ま
た
は
総
合
体
育

h
B
 

b
宵
且

O
日
時

O
日
時

0
場
所

o
対
象

東
部
中
プ

i
ル
一
般
開
放

魚
津
の
海
で
の
水
泳
が
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
東
部
中
プ
l
ル
を
一
般

開
放
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
管
理
人

(市
水
泳
協
会
員
)

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
開
放
期
間
六
月
二
十
日

i
八
月
末

。
開
放
時
間
午
後
四
時
半
l
午
後
七
時

。
利
用
者
資
格

高
校
生
以
上
で
自
分
の
健
康
に

責
任
の
と
れ
る
人
及
び
責
任
者

(成
人
)同
伴
の
年
少
者
。

。
休
場
日
七
月
十
六
日
、
二
十
九
日

八
月
六
日
、
十
三
日

1
十
六
日

(8) 

八
月
の
歩
こ
う
会

八
月
の
歩
こ
う
会
は
、
六
日
、
称
名
滝

方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
午
前

七
時
二
十
三
分
発
富
山
行
電
車
に
乗
車
、

寺
田
駅
乗
換
え
、
立
山
駅
に
て
下
車
し
、

称
名
滝
ま
で
歩
き
ま
す
。
(
往
復
徒
歩
)

参
加
者
は
、
午
前
七
時
十
分
ま
で
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
の
こ
と
。

種 目 対 象 開催日 ~ 場 時間

ソフトポール
一 般男 子 6/25. 7/2 東部中中学校 9 : 00 
中学女 子 7/15 西部学校 14 : 00 

スポーツ少年団

バレーポール
中学男女

7/16 西部中学校 10: 00 
一 般男女
家庭婦人

中自学主 男女
一 男女

ノ〈 ド ミ ン ト ン 家成 庭婦人 7/16 総合体育館 9 : 00 
年男 子
壮年男 子

スポーツ少年団

水 泳 成中 学 男女年 7/16 東部中学校 10: 00 

30 オ以上

背中 学 男女

陸上競技 年般 男女 7/16 吉回グラウンド 9 : 00 
一 男女
婦 人

スポーツ少年団

背中 学 男女
年男女

卓 球
婦 人

7/16 総合体育館 9 : 00 
教 員
一 般男女
30 オ以上
40 オ以上

スポーツ少年団 7 /15. 7 /16 
東部部中中学学校校

13: 30 
軟 式野球 中 学 男 子 7/15 15: 30 

一 般男 子 6/21- 東市 営 球場

スポーツ少年団
パスケ y トポール 中 学 男女 7/16 総合体育館 9 : 00 

鍛

スポーツ少年団
→ナ 、ソ カ 中 学 男 子 7/16 西部中学校 10: 00 

一 般男 子

中般学男女 7/15 14 : 00 
一 男女 7/9 10: 00 

軟式テニス 教 貝 7/9 市営 コート 10: 00 
壮年男 子 7/9 10 : 00 
家庭婦人 7/15 10: 00 

青 年男 子
相 撲 一般男子 7/16 魚津神社相撲場 10: 00 

中 学 男 子

スポーツ少年団

柔 道 育中学男子 7/16 東部中学校 10: 00 
般年男 子

一 男子

スポーツ少年団

食リ 道 膏中学男女 7/16 東部中学校 10: 00 
般年男 子

一 男 子

ニヅ玄巳~ 手
スポーツ少年団

7/16 吉島小学校 10: 00 
一般男子

一般男子
庭 球 一般女子 7/2 市営コート 10: 00 

壮年男 子

フ グ ビ スポーツ少年団 7/16 吉島小学校 14: 00 

レスリング 一般男子 7/16 総合体育館 12: 00 

馬 待1 一般男子 7/16 乗馬えん 10: 00 

弓 道 一般男女 7/2 滑川弓道場 9 : 00 
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本
市
は
昨
年
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
育
成
市
と
し
て
指
定
さ
れ
、
各
地

区
の
社
会
体
育
振
興
に
大
き
な
成
果
を

み
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
は
こ

の
事
業
が
基
礎
体
力
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
と
名
称
が
変
わ
っ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

国
民
の
体
力
づ
く
り
は
、
幼
年
期
1

高
令
者
ま
で
の
生
が
い
に
わ
た
る
体
力

づ
く
り
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
い
か
に
現
代
人
が
運
動
不
足

病
に
か
か
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
等
は
こ
の
代

表
的
な
も
の
で
す
。
ま
た
青
少
年
に
胃

か
い
よ
う
が
多
い
の
も
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消

の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
せ
た
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
年
も
地
域
住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
熱
に
こ
た
え
る
べ
く
各
種

の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ

の
事
業
概
要
を
発
表
し
、
住
民
の
ご
理

解
と
積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
、
生
活

の
中
に
活
力
を
与
え
、
会
話
の
あ
る
健

康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
い
た

し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
各
地
区
で
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
、
自
己
の
体
力
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
地
区
体
育
振
興

会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1
壮
年
体
力
テ
ス
ト
実
施
地
区

魚

津

(

8

/

)

村

木

(
5
/
幻
)

下
中
島
(
日
/
ロ
)
上
中
島
(
7
/
お
)

松
倉
(
日
/
ロ
)
上
野
方
(
日
/
5
)

本
江
(
2
/
日
)
加
積
(
日
/
叩
)

道
下
(
日
/
お
)
経
団
(
6
/
日
)

西
布
施
(
叩
/
)

2
ス
ポ
ー
ツ
教
室
実
施
地
区

“親子体操をやってみませんか"

布施西
天 経 道 力日 片

上野方
松
上中島

神 回 下 干貨 員 倉

体力
ノ〈
体力
子体親毛
ノ〈
体力 体力 体力

卓
レ ド

つ つ 、、、 つ つ つ
ボ ン

りり り ト り
lレ ン 球

107 7 819 7 211 9 7 126 8 7 1211 
// / /1//  // // // // // 

124 418 2 1 2 3 820 

3
ス
ポ
ー
ツ
大
会

地区名 種 目 実施日

卓 球 大 ~ 2/18 
下中島 婦人ノヤーボール大会 8/1-

ソフトポール大会 9/24 

上中島 卓 対t 大 ~ 2/4 

大町
ソフトポール大会 6/ 
卓球 大会 2/ 

本江 ソフトポール 7/23 

松 倉 バレーボール大会 8/20 

上野方
ソフトボール 8/20 
ノ〈レーポール 11/19 

ノ〈 レーポール 6/ 
村木 ポートポール 8/ 
ゲートポール 9/ 

道下
ソフトポール 8/27 
卓球 11/19 

ソフトポール 7/30 
経国 ノ〈レーポール 11/19 

卓 球 3 /4 

西布施 ソフトポール 10/ 

片員
ソフトポール 8/14-16 
ノ〈レーポール 10/26-11/2 

天神 ソフトポール 8/ 

ソフトポール 7/23 
力日 干ft ノ〈レーボール 8/19 
ノ〈ドミントン 2/4 

朝
と
夕
方
こ
ん
な
運
動
を
親
子
で
や
ろ
う

③ ぴょんぴょん

，1jT:戸、

言
ぱふ

( 1民カ ' IH~て二h らさカEるよ jl こ

税1:1止;えるf:lt

② JiJ.よ F

e 
I . f.::k /~. /... r}さを の'-1'し て1))~ ，く り.

J;:.(さんはりに をた んだんの:.t'L I k::-(前後に

111; ( ・繁聞にひ咋l.f・，ないよパー

くわトシ才、，レ

3 
健

康

c三

③ 後ろ抑し

~ ，c;;J) 
ε:r~ソ c-... 可r

k京

ま

さ

宝

な

し

る

11い・111"'1.1'りかりだんだん尚い111
のはけ へ と

①わ・はよう (ニんに九l.i)

~ ((:v) J 、~

グぷ欄I.i) 111 A 1 

備1;・I!-て. トの H.
て..!-る f:ltドに

吋一-慨
。

船ff)
t量/JlilJ~にな って 1111

がみえるまで

lilJ、、f'i.勺て.J虫Ihilこ

r.がつ くまで

す方 伊勢
11<ろlilJ~ で. リ白グ>1'.

・織lilJ~ でカに酌つな

倒れない，'o'I!l:に ひ5

(県教委生涯スポーツのすすめより)

② IIt1 r. 

川
湖
4

〈

や
幽
叩

=・
4

】

C
a
l

i

'
 

t
ご

川

/

2

二

1
1

・
f

『
叫「一『

て

ん

γド
』

っ

た

す

』
‘一

・
へH
で

4

k
-

，

K
A
3
.
r
I
 

;

:
・

4
戸、、、
1

、、

向
山
を

七
月
の
総
合
体
育
館

利
用
日
程

7 7 7 7 7 7 7 
月

月 月 月 月 月 月 月
23 18 16 15 1211 2 2 
日 日 日 日 日日 日 日 日
(臼) (~。 (日) 出 附(刈 (日) (日)

(体育午室前中り 族体づ遺全蝿力入
体育室 ポトy新地校，川区高，、

一)日 体育会市民大
体育呈高エl暗梅

り 遺族掃全体づ人力

体(育童大 ルポlプラカクy 
ly 

シケ

) 会大ンヨ 丘親子レ
日 jレ

体育李前中中 〈 事

) 会大 大全予選県 プ
日 パ

(ス
館全 (中クリ

.......-レ 名
大ケ

(9) 
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国
民
年
金

あ
な
た
は
年
金
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か

無
年
金
の
人
は
特
に
注
意
H
H

こ
の
ほ
ど
国
民
年
金
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
本
年
七
月
か
ら
将
来
何
ら
の

年
金
も
う
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い

わ
ゆ
る
無
年
金
者
を
救
済
す
る
措
置
と

し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
の
特
例
納
付

が
、
五
十
五
年
六
月
に
か
け
て
二
年
の

問
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
皆
年
金
の
大
目
標
に
向
っ
て
、

昭
和
三
十
六
年
に
発
足
し
た
国
民
年
金

も
期
待
と
関
心
が
一
段
と
高
ま
る
よ
う

大
き
く
成
長
し
、
過
去
に
お
い
て
こ
う

し
た
救
済
措
置
が
二
度
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に

法
の
適
用
を
は
ず
れ
た
人
が
現
実
に
存

在
し
、
今
回
さ
ら
に
そ
の
救
済
の
た
め

の
法
律
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

V
ニ
ん
な
人
が
無
年
金
者

こ
ん
ど
の
特
例
は
、
将
来
年
金
を
、
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
無
年
金
の
人
の

救
済
が
目
的
で
す
。

将
来
年
金
を
、
つ
け
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
、
二
十
五
年
の
か
け
金
期
間

(
免
除
を
、
つ
け
た
期
間
も
含
み
ま
す
)

が
必
要
で
す
。

六
十
歳
に
な
る
ま
で
、
つ
ぎ
の
期
間

を
あ
わ
せ
て
二
十
五
年
以
上
に
な
ら
な

い
人
が
無
年
金
者
で
あ
り
、
将
来
年
金

を
う
け
ら
れ
な
い
人
で
す
。

ω厚
生
年
金

・
船
員
保
険

・
共
済
組
合

な
ど
職
場
の
年
金
に
加
入
し
て
い
た

期
間
ω夫
ま
た
は
妻
が
老
令
年
金
を
う
け
た

り、

ωの
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期

間ω国
民
年
金
の
か
け
金
し
た
期
間
や
免

除
を
う
け
た
期
間

v=一
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
危
険
で
す

三
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
二
十
五

年
で
す
。
三
十
五
歳
を
す
ぎ
る
と
一

ヵ
月
の
か
け
忘
れ
期
間
も
つ
く
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

V
あ
な
た
は
何
年
必
要
で
す
か

年
金
を
う
け
る
の
に
必
要
な
二
十
五

年
の
か
け
金
期
間
は
、
年
令
に
よ
っ

て
別
表
の
よ
う
に
よ
み
か
え
ら
れ
ま

す
。
あ
な
た
は
、
何
年
必
要
で
す
か
。

六
十
歳
に
な
る
ま
で
、
必
要
な
期
間

を
つ
く
れ
ま
す
か
?

V
無
年
金
の
人
は
、
す
ぐ
手
続
き
を

だ
れ
に
で
も
、
や
が
て
や
っ
て
く
る

老
後
に
年
金
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す。無
年
金
の
人
は
、
い
ま
す
ぐ
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
忘
れ
て
い
た
年
金
か
け
金
が
か
け
ら

れ
ま
す

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
加
入
し
な
か

っ
た
り
、
長
い
間
か
け
金
を
か
け
忘

れ
て
い
て
、
将
来
年
金
を
も
ら
え
な

く
な
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
以
前

の
国
民
年
金
か
け
金
が
か
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

と
し
を
と
っ
て
か
ら
、
あ
わ
て
て
も

あ
と
の
祭
り
で
す
。

(
注
意
)
国
民
年
金
に
希
望
す
れ
ば
加

入
で
き
た
期
間

(
任
意
加
入
期
間
)

は
、
こ
ん
ど
の
特
例
に
よ
る
か
け
金

を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

生年月日
最低必要な期間1

老齢年金 符殊泊鮮金

明44年 4月2日以降

明45年4月1日以前 4年 1月
司・4・--・・ーー骨ー

H毎年年aF't， 月周n 
大 2年 4月l日 If

3年 4月1日 H 10年

4年 4月18 If 

5年 4月1日 If

6年 4月 18 If 1 1 ~ 

7年4月1日 n 1 2~手

8年4月1日 If 13~ 

9年4月1日 H 14~手

( 特のに例て支給人JしE科納め期保険た間が~ 10年4月1日 H 15年

1l!j:.4月1日 H 16年

12年 4月1日 H 17年

13年4月1日 H 18年

14年 4月1日 H 19年

15年4月1日 H 20年

隼以上年満2未1 0 

昭2年 4月1日 H 21~手

3年 4月1日 H 22年

4年 4月l日 H 23~手

5年 4月l日 H 2 4~宇 、、___..，.
5年 4月2日以後 25年

(別表)

V
五
十
五
年
六
月
三
十
日
が
期
限
で
す

こ
の
忘
れ
て
い
た
か
け
金
を
か
け
ら

れ
る
特
例
は
、
今
年
の
七
月
一
日
か

ら
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
二

年
間
に
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

V
か
け
金
は
一
ヵ
月
四
千
円
で
す

こ
の
特
例
で
か
け
ら
れ
る
か
星
は
、

一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
円
で
す
。
何
年
分

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
は
、
二
年
の
間

毎
月
に
分
割
し
て
か
け
る

l
l
J

こ
と
も
で
き
ま
す
。

/
一
V
つ
ぎ
の
人
は
、
す
ぐ
ご

-
E

相
談
く
だ
さ
い

円
一
一

ω国
民
年
金
に
加
入
し
な

旬
、
~
一

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

-
Tム

加
入
し
な
か
っ
た
人

t

現
在
は
、
会
社
等
で
厚

生
年
金
等
の
年
金
を
か

け
て
い
る
が
、
前
に
ど
の
年
金
に
も

入
っ
て
い
な
か
っ
た
期
間
を
も
っ
て

い
る
人
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ω国
民
年
金
の
か
け
金
を
か
け
忘
れ
て

い
た
期
間
を
も
っ
て
い
る
人
。

V
六
十
歳
を
す
ぎ
た
人
も
、
か
け
ら
れ

ま
す
国
民
年
金
の
加
入
は
、
六
十
歳
ま
で

で
す
が
、
こ
の
特
例
で
は
、
明
治
四

十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
、
す

で
に
六
十
歳
を
す
ぎ
て
い
る
人
で
も
、

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
、
か

け
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
人
は
、
こ
の
機
会
に
加
入
し
、
か

け
金
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

と
く
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
か

け
終
る
と
、
そ
の
翌
月
か
ら
年
金
が

う
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
の
相
談
は
、
市
役
所
の

国
民
年
金
係
へ
い
つ
で
も
ど
う
ぞ

。。

福
祉
年
金
の
額
が
本
年
八
月

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

年金種別等 改 正 円リ 改 正 後

老齢福祉年金 180，000円円) (月額11968，5，O0000河円) (月額15，000

障害福祉 l級 270，000円円) (月額ず22497，8，06000円円) (月額22，500

年 金 2級 180.000円円) 1985，O0000円円) 
(月額15，000 (月額16，

母母子子福及福祉び祉年年金 234，000円円) 2585，O0O0O円円) 
準 金 (月額19，500 (月額21，

53年度国民年金

保険料第4期分

(4.5.6月分〉の

納め忘れは怠い ; 

か舎一度確かめ

てください。
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ご相談はお気軽にこんなときは届け出を

国民年金のこ とについてわかりに くいことつぎのようなときは年金手帳と印かんをもって市役所

くわしいことは市役所の国民年金係へや，にでき るだけ早くお届けください。

お気軽におたずねください。退職したとき。官庁などに就職したとき，育会社

古住所や氏名が変わったとき。

あ
り
、
十
八
歳
未
満
の
子
が
あ
る
な
ど

要
件
を
満
た
し
ま
す
と
、
遺
族
年
金
、

母
子
年
金
の
両
方
の
年
金
が
う
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
母
子
年
金
額
の

三
分
の
一
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
遺
族
年
金
、
母
子
年
金
と
も
に

年
金
額
の
最
低
保
障
が
行
わ
れ
、
大
き

な
国
庫
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で

す。

固
国
四
回
固
因
回
目

年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

質
問
に
答
え
て

答

う
け
ら
れ
ま
す
。
厚
生
年
金
と
国

民
年
金
は
法
律
が
ち
が
い
ま
す
か
ら
、

二
つ
の
法
律
の
間
で
は
支
給
調
整
を
行

い
ま
せ
ん
(
遺
族
年
金
と
母
子
年
金
の

支
給
調
整
を
除
き
ま
す
。)
の
で
、
厚
生

年
金
の
遺
族
年
金
も
国
民
年
金
の
老
齢

年
金
も
あ
わ
せ
て
う
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
は
母
子
年
金
が

問

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

私
が
死
亡
し
た
場
合
妻
に
遺
族
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
妻
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
六
十
五
歳
に
な
れ

ば
、
遺
族
年
金
と
老
齢
年
金
の
二
つ
の

女年金を受ける権利ができたとき。

〔奥さんにも年金を 】
一奥さんのための国民年金一

ご家庭におられるサラリーマンの奥さんが加入できる唯一の

年金です。20歳以上59歳までの奥さん(日本国籍を有する人)

を対象に、-t後の生活の安定をはかる目的で考えられた制度

です。

ご主人が職場でかけておられる厚生年金や共済組合と合わせ

て、老後にゆとりのある暮らしをきずくため、あなた名義の

年金権を確保されるよう ぜひ加入されることをおすすめし

ます。

また今は安定した生活であっても、いつ思いがけない事故に

あうかもしれません。万一不幸にして、母子家庭やケガ、病

気のため日常生活にことかくような状態になったときにも保

障されていますので二重に安心です。

あなたの毛後を豊かにし、あなたのご家庭を守る、奥さんの

ための国民年金(奥さん年金)に 、いますぐ加入しましょう 。

※在齢福祉年金 (かけ金をしなくても文給される年金 ) は、 明治44~手 4

月 1日以前に生まれた人だけが対象て¥それよりお若い万は，該当しま

せんので、ご注意くださし、。

現{i:では、ご家庭の奥さんの約 8宮IJの方が国民年金に加人消です。

r年一金のじゅずつなきゃ(通算老齢年金) 】
一奥さんが会社などに勤めておられた期間も

通算して年金ガ受けられます一

以前に会社などに勤めていて(厚生年金などに加入しておら

れた人)退職するとき、 一時金を受けていない方は、国民年

金に加入することによって、下の図のように、会社などに勤

めていた期間も通算されて、より多くの年金が受けられます。

魚津
非 片友耳之

1T の地

区の子
5会 社な築で
会いく

※60才から厚生年金が、65才から国民年金が、それぞれ受けられます。
(通算老齢年金)

。1)
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V
住
民
検
診
日
程

11 11 / 8 8 11 2/ 7 8 11 2/ 7 1 11 2/ 7 0 11 11 / 17 1 11 / 17 0 11 / 7 7 11 / 7 6 
月
日

時半3時半1午後1 時半11時半1午前10 時10時半1午前9 時半3時半l午後l 時半11時半1午前9 時半3時半1午後1 時半11時半1午前9 時半3時半l午後l 時半11時半1午前9 時半3時半1午後1 時11時半1午前10 時山崎半1午前9 時3時半1午後1 時半10時半1午前9 時3時半1午後l 時半ω時半1午前9 時3時半1午後1 時11時半1午前9 時間

校吉学島
江

民続持光寺Fι、‘i 
校学村木
市

館経r民団ふ、‘} 箆加積民，ι、，、i 厚生会館カ日 館会勤労者 年ホムl労管勤少 宅米弥回袋 館憤枕民:1、‘i 館片貝/民ふえ'‘ 館F道坂民L、a、
校学住τ伝 総城ふ民司，正、，、i 巻和宅男写倉八 年家少の背魚i掌 検場診会庫倉口 f生

所

西尾崎新江江口、
持光寺 1村木2 ぬtEk炉3I=島E8 t Z 、地方町元地方l ・晴梅丘ヶ六郎丸4 村木9 

富下Zの製社宅上村木2E1医0 2 3 
宮の火村木15 
袋
機材; 大管ill尻島l 坂進 56 ・住吉2 城東 一 女山ケ 対

13 

鈴語毛高函}上本村1区1 

10 16 自丸3 1 1 2 新貝回 3 2 
町
平沢 象

ロ 区14 
区2 

労病院仰9屯相本ノ5 ・1区1 1区7 3 4 
ケ
黒谷 1也

@ @ @ @ @ @ @ @ @ @ 区

⑧
は
結
核
検
診
に
併
せ
て
、
成
人
病
検

診
を
行
な
い
ま
す
。

対
象
地
区
外
の
方
で
も
、
受
け
や
す
い

と
こ
ろ
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健

康
相
談

マ
七
月
十
一
日

ω午
後
一
時
三
十
分
i

三
時

マ
内
容

l
魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
院

長
坂
本
先
生
の
講
話

・
個
別
相
談

マ
七
月
二
十
六
日
附
午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

マ
内
容

l
保
健
婦
の
話

・
個
別
相
談

V
西
布
施
・
松
倉
地
区
健
康

相
談

マ
七
月
十
日
間
西
布
施
公
民
館

午
前
十
時
i
午
後
三
時
ま
で

マ
成
人
病
食
調
理
実
習
、
試
食
(
午
前
)

血
圧
測
定
、
健
康
体
操
(
午
後
)

マ
七
月
十
七
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
午
後
一
時
i
三
時

マ
乳
児
相
談
か
ら
成
人
病
相
談
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。

V
成
人
病
相
談

マ
七
月
十
二
日
附
七
月
二
十
六
日
闘
い

ず
れ
も
午
後
一
時
1
三
時

マ
場
所
H
H
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容

l
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

(
都
合
に
よ
り
医
師
に
よ
る
診
察
を
行

な
い
ま
せ
ん
。)

V
成
人
病
教
室

マ
七
月
十
四
日
幽
午
後
一
時
j
四
時

マ
場
所

l
天
神
公
民
館

マ
七
月
十
七
日
間
午
前
十
時
半
i
二

時
半
ま
で

マ
場
所

l
魚
津
漁
業
協
同
組
合

マ
内
容

l
「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し
方
」

講
義
及
び
ス
ラ
イ
ド
(
保
健
婦
)

※
い
ず
れ
の
日
も
高
血
圧
食
の
実
習
と

試
食
(
栄
養
士
)
費
用
無
料

エ
プ
ロ
ン
と
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

V
母
親
学
級

(
B
コ
ー
ス
)

マ
七
月
二
十
一
日
幽

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所

l
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
そ

の
家
族

マ
今
月
の
内
容

-
映
画

l
お
産
後
の
健
康
管
理

・
歯
の
衛
生

-
実
習

l
妊
娠

・
産
じ
よ
く
の
食
事

・
講
話

1
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

-
実
習

l
赤
ち
ゃ
ん
の
扱
い
方
、
衣
類

お
ふ
ろ
の
入
れ
方
、
脱
き
ゅ
う
予
防

な
ど
。

マ
畳
食
、
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

月8 4 月7 
1月7 3 

月7 月
27 7 日

幽 日 併4日 (利目 幽日

時1103時分0午前8 時時21午f1 圭 時l時2l午f1 産:時1i03H分寺O午H8 11 時問受{す

8 ，かl月，こーー2月7、7、3 ，か月l，こe・1月句73、3 8 対

か な日か な日か か

月 っき月 つ毛月 月

児 人に児
た人に児

児
象

、、~ 、、~

11 11 11 f健所呆 f< 
士揚

マ
三
か
月
検
診
時
に
こ
関
節
脱
き
ゅ
う

検
診
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

乳
児
検
診
V

V

一
歳
六
か
月
検
診

マ
会
場

1
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

月8 2 1月7 9 月7 5 月
日

や付日 休i日 {村日

11 11 時2l午時f1 圭 受イ時間寸

lこl lこ16 lこl
3日
歳3日1 歳3日l 

議 1 対

に15 lこ31 に15
な日 な日 な日 象

る人でま る人でま る人でま

11 11 保所健
~ 
tii 

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G
接
種

マ
該
当
者

l
満
三
か
月
か
ら
三
歳
児
ま

で
に
一
回
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
受
け

て
い
な
い
人
。

@
七
月
が
最
終
実
施
会
場
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
四
歳
児
に
な
る
と
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
接
種
す
る
時
の
注
意

熱
の
あ
る
人
、
特
に
湿
疹
な
ど
、
ま
ん

延
性
の
皮
ふ
病
の
人
は
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日

(12) 

大 力日 経 天村 本 t区名也
町 干貨 国 神木 江

月7 月7 月7 月7 月7 
7 ‘ソ

月
r、4・

26 26 25 18 12 12 ルク ー究
日 日 日 日 日 日
附 附 {必 (:必 側 附 / 、

月7 月7 月7 月7 月7 月7υn 
施

28 28 27 20 14114 C日
日 日 日 日 日 日 G 
樹 幽 同 同 幽 幽

公民館魚i章公民館加積 館祉会経福図 公民館天神 ホム|背年少公民館本江
f< 
場

マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分

i
一一時

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
す

す
る
。

-
初
回
接
種

l
七
日

i
十
四
日
間
隔
で

二
回
接
種

-
追
加
接
種

1
初
回
接
種
の
翌
年
一
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
す
る
。

-
基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
三
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と

し
て
一
回
実
施
す
る
。
(
小
学
校
二
年

生
と
五
年
生
、
中
学
校
二
年
生
で
各
小

中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。)
な
お
、

三
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ
て
い
な
い

幼
児
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
て
い
ま

す。マ
実
施
日
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野保育方園 大町幼稚園 言{育園皐 毒菌

第

保経高
保育園

月7 月7 月7 月7 
7 1 7 
月月

111 7 6 1 6 5 1 5 
日日 日日 日日
(刈 幽 附 附 制 附

マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分

1
一一時

マ
料
金

l
無
料

マ
禁
忌
事
項

山
発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
腎
臓
疾
患
又
は
、
肝

臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
人
。

ヘ

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

附
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
か
ら
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
マ
接
種
当
日
朝
と
畳
の
体
温
を
計
つ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。
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小
口
事
業
資
金
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て

事
業
経
営
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、

小
口
事
業
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

す
。
融
資
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
観

光
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

l
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
二

十
人
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
)

以
下
の
小
規
模
事
業
者
の
う
ち
、
県

税
お
よ
び
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

マ
融
資
条
件

-
使
途

1
運
転
、
設
備
資
金

.
限
度
額

l
四
百
万
円
以
内

・
利
率

l
年
五

・
八

%

・
期
間

l
四
年
以
内
(
据
置
な
し
、
元

金
均
等
償
還
)

・
保
証
人

1
一
名
以
上

・
担
保

l
原
則
と
し
て
無
担
保

・
保
証
料

1
0
・
六

%

・
取
扱
金
融
機
関
l
北
陸
銀
行
魚
津

・

駅
前
支
庖
、
新
川
信
用
金
庫
本
支
庖

富
山
相
互
銀
行
魚
津
支
庖
、
富
山
銀

行
魚
津
支
庖

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

八
月
一
日
1
十
五
日
受
付
け

県
で
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
、
機
械
設
備
の
設
置
に
必
要

な
資
金
を
貸
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
申

込
み
は
、
八
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

受
け
つ
け
し
ま
す
の
で
、
融
資
希
望
者
は
、

市
役
所
商
工
観
光
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

マ
貸
付
金
額

1
査
定
し
た
額
の
四
十
五

%
1
五
十
%
で
、
五
十
万
円
以
上
千

二
百
万
円
以
下
の
金
額

マ
利
息

l
無
利
子

マ
償
還
期
間

l
五
年
以
内
(
一
年
据
置
、

四
年
以
内
の
年
賦
均
等
償
還
)

マ
担
保

l
貸
付
対
象
設
備
を
譲
渡
担
保

マ
保
証
人

l
二
人
以
上
(
法
人
は
代
表

者
を
含
め
三
人
以
上
)

マ
資
格

l
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
引

続
き
一
年
以
上
継
続
し
て
事
業
を
営

ん
で
い
る
中
小
企
業

マ
申
し
込
み
受
付
期
間

1
八
月
一
日

i

十
五
日

。
や
さ
し
い
。

工
業
所
有
権
講
座

七
月
二
十
日
商
工
会
議
所
で

魚
津
商
工
会
議
所
で
は
、
「
や
さ
し

い
工
業
所
有
権
講
座
」
を
次
の
よ
う
に

ひ
ら
き
ま
す
。
受
講
希
望
者
は
商
工
会

議
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
講
座
日
程

・
七
月
二
十
日
闘
よ
海
許
講
座
(
特

許
制
度
)
②
実
用
新
案
講
座
(
特

許
権
、
審
判
制
度
)

・
九
月
十
四
日
附

1
①
特
許
お
よ
び
実

用
新
案
講
座
(
特
許
と
実
用
新
案
の

実
務
)

マ
時
間

l
午
後
一
時
i
午
後
五
時

マ
会
場

1
魚
津
商
工
会
議
所
会
議
室

マ
講
師
l
弁
理
士
佐
藤
正
年
氏

マ
受
講
料

1
無
料

4 芯小 、
' ろ令J、、

げ
同
一
側
一
桝
崎
医
院

中
央
通
り

宮

@
1
0
3
9

9

9
日
一
側
一
堀
井
医
院
一
計
@
晴
0
1
0
0

23 I 16 
日|日

(日) I (日)
藤|船
田|崎
医|医
院|院

宮北 宮本
@鬼 I@
i江 II町
o I 3 
9 I 9 
2 I 1 
o I 2 

初
日
一
同
一
片
貝
診
療
所
一
時
@
明
8
2
0
8

一一一日

一
冊
一
宮
元
医
院
一
部
@
氾
1
3
9
3

(5月末現在)口人の

200 ， 75km' 

7.9km 

12.722戸

23，710人

25.538人

49，248人

市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

(13) 
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大
杉
台
住
宅
団
地
の

分

譲

財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
が
造
成

し
た
大
杉
台
住
宅
団
地
の
分
譲
に
つ
い

て
次
に
よ
り
分
譲
申
し
込
み
の
受
付
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
0

・
分
譲
す
る
宅
地
の
数

8
区
画

・
申
込
者
の
資
格
要
件

ω
魚
津
市
内
に
住
所
を
有
し
、
白
か

ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
築
す
る

宅
地
を
必
要
と
す
る
人
で
同
居
家
族
(

婚
約
者
を
含
む
)
が
一
人
以
上
あ
る
人
。

ω
分
譲
契
約
締
結
後
、

6
ヶ
月
以
内

に
白
か
ら
の
住
宅
を
建
築
し
て
居
住
で

き
る
人
。

・
受
付
期
間

七
月
十
七
日
開
か
ら
七
月
二
十
二
日

ωま
で
の
六
日
間
で
す
。

時
間
は
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

・
受
付
場
所

市
役
所
開
発
課
内
開
発
公
社

.
申
込
み
方
法

ω
一
世
帯
一
区
画
に
限
り
ま
す
。

ω
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
付
い

た
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
価
格
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、

市
開
発
公
社
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

司
大
杉
台
住
宅
団
地
付
近
見
取
図

/ 

夏
の
「
ま
つ
り
」
と
し
て
、
毎
年
市

民
こ
ぞ
っ
て
参
加
の
「
魚
津
ま
つ
り
」

も
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
魚

津
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
行
事
の
日
程

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

八
月
七
日
制

マ
た
て
も
ん
ま
つ
り

マ
K
N
B
民
謡
の
つ
ど
い

マ
経
由
七
夕
ま
つ
り

八
月
八
日

ω

マ
灯
ろ
う
流
し

マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

マ
獅
子
舞
(
予
定
)

マ
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

パ
レ
ー
ド

マ
中
学
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
一
般
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

(
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
)

マ
た
て
も
ん
ま
つ
り

八
月
九
日
制

マ
海
上
花
火
大
会

ヘ
当
日
の
場
所
お
よ
び
時
間
な
ど
く
わ
し
い
J

f

こ
と
は
、
八
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
」

列車は

すぐにとまらない

非常ブレーキをかけてから

止まるまでの距離

自由a:d

ど線踏
を路切
や内の
めへ悲
まの惨
し立な
よ入事
うり故
なや

踏
切
で
の
事
故
や
、
線
路
内
で
の
事

故
は
、
悲
惨
で
か
つ
列
車
等
に
大
き
な

損
害
を
与
え
生
命
の
危
険
が
き
わ
め
て

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ω
自
動
車
等
は
踏
切
で
は
、
必
ず
一

時
停
車
し
て
左
右
と
前
方
の
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
踏
切
で
、
「
車
が
動
け

な
く
な
っ
た
ら
」
直
ち
に
踏
切
非
常
ボ

タ
ン
や
発
え
ん
簡
を
使
っ
て
列
車
を
止

め
る
手
配
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω
子
供
を
線
路
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
、

歩
か
せ
な
い
よ
う
、
親
が
注
意
し
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

線
路
内
に
入
っ
て
、
列
車
を
止
め
た

も
の
が
七
十
三
回
あ
り
ま
す
。

ω
線
路
に
置
石
な
ど
、
い
た
ず
ら
な

ど
で
重
大
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
置
石
な
ど
で
昭
和
五
十
二

年
度
は
、
金
沢
鉄
道
管
理
局
内
で
、
列

車
を
四
十
七
回
も
止
め
て
い
ま
す
。

、、l
r
'
aa-
------
，，t
t

、

自動車

4iJiiiilII院 時il60krn.~30m 

岳薗園田

貨物列車

.--曲目

三
世
代
交
流
歩
こ
う
会

お
と
し
よ
り
と
交
流
を
深
め
な
が
ら

歩
き
ま
し
ょ
う
。
一
般
の
方
や
こ
ど
も

さ
ん
の
参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

七
月
十
六
日
制

市
民
会
館
前
午
前
十
時
集
合
パ
ス
乗

車
坪
野
小
学
校
前
よ
り
大
谷
温
泉
前
ま

で
歩
き
中
食
後
解
散
し
ま
す
。

O
中
食
持
参
の
こ
と
。

O
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
又
は
電
話
で
市
社
会
福
祉

課
福
祉
係
(
内
線
2
2
0
)
ま
で

O
申
し
込
み
期
限
七
月
十
一
日

母
子
家
庭
の
子
女
一
泊
練
成
会

小
学
校
五
、
六
年
を
対
象
に
一
泊
二

日
を
大
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
心
身
の

た
ん
れ
ん
と
楽
し
い
ふ
ん
囲
気
の
中
で

社
交
性
や
友
愛
心
を
高
め
健
全
な
青
少

年
と
な
る
た
め
夏
休
み
を
利
用
し
て
次

の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

日
時
七
月
二
十
六
日
1
二
十
七
日

場
所
滑
川
青
少
年
婦
人
研
修
セ
ン
タ
ー
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一
冊
の
本
か
ら
何
か
が
:
④

あ
な
た
の
ル

l
ツ
を

た
ず
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
冊
に
、

「ル

l
ツ
」
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ツ
と
は
根
つ
こ
と
い
う
意
味
で

ア
レ
ッ
ク
ス
・

P
・
へ
ン
リ
ー
と
い
う

黒
人
が
書
い
た
本
の
題
名
で
す
。

「
ル
!
ツ
」
は
、
へ
ン
リ
l
が
西
ア
フ

リ
カ
・
ガ
ン
ピ
ア
の
地
に
七
世
代
前
の

祖
先
を
捜
し
あ
て
、
そ
こ
か
ら
奴
隷
制

度
を
通
し
現
代
に
至
る
ま
で
の
黒
人
の

生
き
ざ
ま
を
痛
烈
な
筆
致
で
書
い
た
本

で
す
。日
本
人
の
起
源
も
、
す
で
に
遠
い
昔

か
ら
多
く
の
人
が
興
味
を
も
ち
、
い
ろ

い
ろ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」
「
原
・

日
本
人
の
謎
」
な
ど
に
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
謎
の
よ
う
で
す
。

盟国立
ど

』か
ら
来
た
か

機
…川町一

vr

私
た
ち
の
住
む
魚
津
市
も
古
代
か
ら

幾
多
の
変
遷
を
経
て
き
ま
し
た
。
「
魚
津

市
史
」
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

現
在
の
私
た
ち
も
、
き
の
う
今
日
に

生
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親

そ
の
両
親
と
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
十
代

前
に
は
、
な
ん
と
一

O
二
四
人
の
親
が

い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
る
意
味
で
、
家
系
系

図
に
挑
戦
し
て
み
る
の
も
過
去
を
見
な

お
す
よ
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
家
系
系
図
の
入
門
」
は
、
し
ら
べ
る

と
き
の
手
順
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
本
人
だ
け
が
も
っ
て
い
る
家
々
の

紋
章
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
は
血
統
や
身

分
を
示
し
、
家
の
出
自
(
で
ど
こ
)や
経

歴
ゃ
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
示
す
誇
る
べ

き
家
の
シ
ル
シ
で
し
た
。

「
家
紋
」
「
家
紋
の
知
識
一

O
O」
「
家
紋

の
源
流
」
な
ど
面
白
く
読
め
ま
す
。

日
頃
な
に
げ
な
く
使
っ
て

い
る
コ
ト
バ
や
モ
ノ
に
も
は

じ
ま
り
が
あ
り
ま
す
「
も
の

ご
と
の
始
ま
り
」
「
雑
学
事

典
」
は
、
そ
れ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
挙
げ
た
本
は
、
図

書
館
に
備
え
て
い
る
本
の
一

部
で
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

借
り
出
し
は
無
料
で
一
人
三
冊
二
週

間
で
す
。図
書
館
も
一
部
冷
房
(
二
階
)

暑
い
夏
に
向
か
い
、
図
書
館
・
二
階

を
冷
房
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
の
借

り
出
し
も
ク
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

じ
ど
う
し
ゅ
う
か
い

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
市

7
月
の
お
し
ら
せ

3
日
(
月
)
お
り
紙

き
ら
き
ら
星
、
お
り
姫
、
彦
星

お
り
紙
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

円
日
(
月
)
か
み
し
ば
い

ジ
ャ
ン
ボ
な
か
み
し
ば
い
ノ

見
た
こ
と
あ
る
?
な
い
?

3
時
叩
ぷ
ん
-
}
ど
も
の
へ
や
で

‘
カ
セ
ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
貸
出
し

く

ら

し

の

レ
モ
ン
の
洋
酒
漬

戸
ド
パ
イ
ス

レ
モ
ン
を
輪
切
り
に
し
、
小
さ
い
保

存
瓶
に
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
重
ね
て
詰

め
ま
す
。
そ
の
上
か
ら
洋
酒
(
ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
)を
か
ぶ
る
ま
で
入
れ
ま
す
。

し
ば
ら
く
お
く
と
お
い
し
く
な
り
ま

ず
か
ら
、
紅
茶
に
一
枚
入
れ
ま
す
。
蜂

蜜
を
か
ぶ
る
ま
で
入
れ
て
お
く
の
も
よ

く
、
夏
は
大
さ
じ
二
、
三
杯
を
冷
た
い

水
に
お
と
し
、
漬
け
て
あ
る
レ
モ
ン
を

浮
か
せ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
飲
み
物
に
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

一
六
ミ
リ

映
写
技
術
講
習
会
開
催

最
近

二
ハ
ミ
リ
映
画
は
、
職
場
の
研

修
や
社
会
教
育
活
動
等
の
場
で
適
切
な

役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
映
写
技
術
講
習
会
を
聞

き
ま
す
か
ら
参
加
希
望
者
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
単
位
修
得
者
に
は
検

定
に
よ
り
合
格
者
に
県
か
ら
認
定
証
が

渡
さ
れ
ま
す
。

マ
日
時
七
月
十
九
日
側
、
二
十
日
同

二
十
一
日
働
、
二
十
二
日
出

毎
日
午
後
六
時
1
九
時

マ
場
所
住
吉
市
教
育
セ
ン
タ
ー

g
n
|
2
4
9
5
 

マ
予
定
人
員
三
十
名

マ
参
加
申
し
込
み

七
月
一
日

i
七
月
十
五
日
ま
で
に

市
教
委
社
会
教
育
課
ま
た
は
市
教
育

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

受
講
料
は
不
要
で
す
が
、
テ
キ
ス

ト
代
千
円
以
内
と
縦
三
セ
ン
チ
横
二

セ
ン
チ
の
認
定
証
添
付
用
写
真
を
提

出
の
こ
と
。

市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

七
月
か
ら
会
館
事
務
室
の
山
側
の
壁

面
に
、
荷
物
運
搬
用
ウ
エ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
二
階
、

三
階
へ
重
い
物
を
運
ぶ
と
き
、
三

0
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
な
ら
肩
に
か
つ
が
な

い
で
も
済
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
暑
い
日
で
も
快
適
な
ふ
ん
囲
気

を
も
っ
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
結
婚

式
場
と
和
室
に
は
新
型
の
冷
房
機
を
す

え
付
け
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

歳
時
記
う
お
づ
を
発
刊

月
刊
う
お
づ
同
人
社
(
辻
本
光
彦
氏
)

に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
魚
津
第
一
集
と
し
て

こ
の
ほ
ど
歳
時
記
う
お
づ
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
三
年
が
か
り
で
編
集
し
た
そ

の
内
容
は
魚
津
の
四
季
カ
ラ
l
グ
ラ
ビ

ア
で
北
洋
船
団
の
出
漁
風
景
、
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
群
生
、
リ
ン
ゴ
畑
、
た
て
も
ん

祭
り
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
大
漁
ベ
ニ
ズ
バ

イ
ガ
ニ
、
ス
キ

l
大
会
風
景
等
つ
づ
い

て
白
黒
グ
ラ
ビ
ア
で
各
月
の
風
物
行
事

祭
礼
な
ど
、
年
中
行
事
を
大
谷
清
瑞
先

生
が
や
わ
ら
か
な
筆
致
で
、
歴
史
を
掘

り
起
し
な
が
ら
祭
礼
や
仏
、
神
事
な
ど

の
い
わ
れ
を
詳
し
く
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。
縦
十
八
日ン
横
十
九
・

五日
ン百
七
十
円1
、
二
千
円
で
市
内
書
庖

で
発
売
し
て
お
り
ま
す
。

。。
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東
部
地
区
水
難

救
助
大
会
実
施

七
月
二
十
八
日
、
九
時
か
ら
、
魚
津

補
助
港
に
お
い
て
、
東
北
、
北
陸
、
関

東
、
中
部
、
近
畿
、
十
玉
県
の
水
難
救

助
関
係
者
約
三
百
人
が
集
っ
て
、
水
難

救
助
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

訓
練
を
行
な
う
の
は
、
魚
津
、
富
山
、

新
湊
、
氷
見
の
各
救
難
所
が
参
加
し
て
、

合
同
で
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
参
観
を
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

訓
練
内
容

一
、
孤
立
者
救
助
訓
練

A
、
岩
壁
の
孤
立
者
へ

、
救
命
銃
で

ロ
ー
プ
を
渡
し
、
安
全
な
場
所
へ

救
出
す
る
確
実
さ
を
さ
そ
う
。

B
、
海
上
の
遭
難
者
を
、
ゴ
ム
ボ
ー

ト
で
救
助
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
き
そ

、っ。
C
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
遭
難
者
を

つ
り
上
げ
る
訓
練
と
、
張
り
渡
し

た
ロ
ー
プ
を
っ
た
っ
て
、
遭
難
者

を
助
け
出
す
訓
練
。

二
、
流
出
油
対
策
訓
練

海
上
へ
流
れ
で
た
油
の
拡
散
防
止

と
、
中
和
剤
の
散
布
訓
練

三
、
乗
揚
げ
船
救
助
訓
練

定
置
網
に
乗
り
あ
げ
た
船
と
乗
組

員
を
、
特
殊
な
救
助
船
に
よ
り
、
救

助
す
る
。

四
、
浸
水
船
救
助
訓
練

船
底
に
破
口
が
で
き
、
浸
水
し
た

船
を
、
救
助
す
る
。

五
、
火
災
船
救
助
訓
練

火
災
を
お
こ
し
た
船
の
消
火
作
業

と
、
火
災
に
よ
る
負
傷
者
の
救
出
を

す
る
。
趣
味
の
集
い
に

参
加
し
よ
う
/

中
央
公
民
館
は
、
自
主
的
な
市
民
の

趣
味
の
集
い
の
結
成
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ど
う
か
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
中
央
公
民
館
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
結
成
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

中
央
公
民
館
が
協
力
い
た
し
ま
す
。
な

お
五
人
以
上
で
あ
れ
ば
教
室
を
開
放
い

た
し
ま
す
。

。
近
く
結
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
l

ク
ル一
、
お
茶
の
会

二
、
書
道
教
室

三
、
ぺ

ン
習
字
教
室

七
月
下
旬
よ
り
月
二
回
開
催
し

ま
す
。
初
心
者
向
き
で
す
か
ら
気

軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
既
設
の
サ
ー
ク
ル
案
内

一
、
整
美
体
操
毎
週
月

・
木

曜
日
午
前
十
時
よ
り

二
、
合
唱
練
習
(
混
声
合
唱
)

..水難救助訓練

毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
三
十
分

よ
り

三
、
水
墨
画
教
室
第
二

・
四
土
曜

日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

四
、
社
交
ダ
ン
ス
教
室
第
二

・
四

土
曜
日
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

。
申
込
手
続
き
方
法

一
、
申
込
み
先
中
央
公
民
館
事
務

局
(
村
木
町
七
の
十
一
、
市
民

研
修
セ
ン
タ
ー
内
@
2
7
6
1

二
、
〆
切
日
い
づ
れ
の
会
も
定
員

二
十
名
に
な
る
と
、
〆
切
り
ま

す
か
ら
な
る
べ
く
早
く
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

』
F

七
夕
ま
つ
り

子
;供
の
七夢
一 -
ま
'つ :

七
夕
の
夜
は
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
子
供
達
が
楽
し
み
に
ま
っ
て

い
る
七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、

一
方
で
は
竹
か
ざ
り
に
よ
る
火
災
や
海

岸
・
河
川
の
環
境
汚
染
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
海
岸
や
河
川
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
や
防
災
上
か
ら
鴨
川
や
角
川
へ

流
す
こ
と
は
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
七
夕
か
ざ
り
の
集
積
場
所
を

次
の
よ
う
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

育
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

古
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

当
日
両
小
学
校
の
出
入
口
は
、
防
火

上
一
か
所
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
順

序
よ
く
校
庭
に
入
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の

火
を
消
し
て
か
ら
指
定
の
場
所
に
お
い

て
お
帰
り
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

当
日
雨
の
た
め
に
両
校
校
庭
に
も
ち

こ
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
町
内
ご
と

に
一
か
所
に
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

七
月
二
十
二
日
出
は

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
で
す

働
く
年
少
者
に
福
祉
を
グ
と
、
毎
年

七
月
の
第
三
土
曜
日
は
、
勤
労
青
少
年

福
祉
法
で
勤
労
青
少
年
の
日
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
に

つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
働
く
青
少

年
が
進
ん
で
職
業
人
と
し
て
成
長
す
る

よ
う
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
激
励
す

る
た
め
の
日
で
す
。

各
事
業
主
、
各
種
団
体
、
勤
労
青
少

年
団
体
等
に
お
い
て
も
自
主
的
に
有
意

義
な
行
事
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
お
よ
び
県
で
は
、
こ
の
日
に
ふ
さ

わ
し
い
行
事
を
開
催
し
ま
す
が
、
魚
津

市
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次
の

と
お
り
記
念
事
業
を
行
な
い
ま
す
の
で

参
加
希
望
者
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

g
n
|
4
3
3
0
へ。

(
其
の
ご
七
月
二
十
三
日
日

H

パ
ス
ハ
イ
ク
0

・:
東
尋
坊
、

芝
政
方
面

。。

(
其
の
二
)

七
月
二
十
九
日
出
1
七
月
三
十
日

側
、
一
泊
二
日

H

キ
ャ
ン
プ
の
集
い
0

・:
大
島
キ
ヤ

ン
プ
場

市
民
合
唱
団
団
員
募
集

歌
の
好
き
な
皆
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
で
も
唱
え
る
歌

を
中
心
に
、
童
謡
か
ら
組
曲
と
い
ろ
い

ろ
唱
っ
て
い
ま
す
。

市
民
合
唱
団
も
結
成
以
来
十
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
現
在
二
十
名
前
後
の
団

員
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
日
ま
で
コ
ン
ク
ー
ル
や
発
表
会
も
数

回
行
い
ま
し
た
。
団
員
は
、
家
庭
の
主

婦
か
ら
、
先
生
、
会
社
員
、
庖
員
等
い

ろ
ん
な
職
業
の
方
が
唱
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
七
月
と
秋
の
二
回
の
演
奏
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
の
参

加
を
得
て
楽
し
く
盛
大
な
演
奏
会
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

練
習
場
所
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

練
習
時
間
毎
週
肘
午
後
七
・=一
D
l
九時

連
絡
方
法
岩
淵
龍
夫
(
指
導
者
)

8
M
l
2
0
0
4
 

梅
原
健
治
(
団
長
)

E
M
1
0
5
2
7
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市 a ザ

長j姿
。、~ f寸
尋 !ごあ
代iざり
をiいが
万iまと i
手iしう i
主jた{

マ
掃
除
機
一
台
、
ラ
ジ
オ
付
き
プ
レ

l

ヤ
l
五
台

1
経
団
保
育
園
備
品
経
団

保
育
園
保
護
者
会
及
び
卒
園
児

マ
砂
場
遊
具
収
納
庫

l
経
団
保
育
園
備

品
経
団
保
育
園
保
護
者
会

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
、
香
炉
、
掛
軸

卓
台
、
月
鎮
一
式

1
経
団
福
祉
セ
ン

タ
ー
備
品
経
田
中
町
朝
野
忠
勝

マ
中
型
箱
積
木
一
箱
、
二
チ
ャ
ン
ネ
ル

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
一
基

l
道
下
保

育
園
備
品
財
団
法
人
道
下
振
興
協
会

大
崎
利
三
男

マ
組
立
式
児
童
用
鉄
棒
十
七
台

l
市
内

小
学
校
及
び
総
合
体
育
館
備
品
辻
精

機
鮒
社
長
辻
清

マ
五
万
円

1
社
会
教
育
費
用
新
角
川
一

|
九
|
一
ご
武
限
博
信

-
悪
質
な
訪
問
販
売
等

に
ご
注
意
グ

「
ト
ラ
ブ
ル
は
す
ぐ
相
談
を
」

最
近
、
商
品
の
販
売
方
法
の
多
様
化

に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
に
対

し
て
、
一
般
消
費
者
が
十
分
に
対
応
で

き
な
い
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
跡

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

高
価
な
教
育
機
器
の
解
約
を
し
て
法

外
の
違
約
金
を
支
払
わ
さ
れ
る
な
ど
悪

質
な
訪
問
販
売
が
増
え
て
い
ま
す
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
た

苦
情
相
談
の
多
い
商
品
は
、
訪
問
販
売

で
は
、
教
育
機
器
、
図
書
、
健
康
食
品
、

ミ
シ
ン
、
編
み
機
、
消
火
器
等
、
通
信

販
売
で
は
、
写
真
機
、
万
年
筆
、
通
信

機
、
ブ
ロ
マ
イ
ド
等
、
マ
ル
チ
商
法
で

は
、
洗
剤
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
、
オ
プ
シ
ョ

ン
(
申
し
込
み
も
し
な
い
の
に
、
販
売

業
者
が
商
品
を
勝
手
に
送
り
付
け
る
こ

と
な
ど
)
で
は
、
書
籍
、
化
粧
品
、
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
が
訪
問
販
売
で
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
う
ま
い
言
葉
に
左
右

さ
れ
て
う
っ
か
り
契
約
を
し
た
場
合
書

面
(
内
容
証
明
・

書
留
)
で
解
除
す
る

ニ
と
が
出
来
ま
す
。

契
約
を
し
た
日
を
含
め
て
四
日
間
以

内
で
す
。

た
だ
し
契
約
と
同
時
に
商
品
代
金
を

全
額
支
払
い
し
ま
す
と
法
律
で
保
護
さ

れ
な
い
の
で
特
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ

、
。
-
L
 
い
ら
な
い
場
合
は
、
い
ら
な
い
と
、

き
然
と
し
た
熊
度
が
必
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
、
早
急
に
相

談
(
県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
県
消
費

生
活
苦
情
処
理
専
門
員
「
弁
護
士
」
)
し

て
く
だ
さ
い
。

8
0
7
6
4
|詑
|

9

2
3
3

・ロー
2
9
4
9

ま
た
、
福
祉
事
業
の
募
金
や
、
交
通
遺

児
の
た
め
の
募
金
等
と
い
っ
て
、
商
品

を
売
り
に
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

募
金
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
不

明
の
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

-
警
察
官
募
集(大
学
卒
)

富
山
県
警
察
で
は
、
五
十
三
年
四
月

採
用
の
瞥
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員
約
四
十
名

マ
願
書
受
付

七
月
一
日

ω1二
十
九
日
出

マ
試
験
日

・
場
所
八
月
六
日
制

富
山
市

富
山
中
部
高
等
学
校

マ
受
験
資
格

大
学
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
昭
和

五
十
四
年
三
月
末
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
。

年
齢

l
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

現
在
で
、
二
十
八
歳
未
満
の
男
子
。

。
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
警
察
署

又
は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

(E
M
-
-
3
3
3
)
 

-
郵
便
ミ
ニ
ガ
イ
ド

ー
ー
魚
津
郵
便
局
ー
-

O
暑
中
見
舞
用
は
が
き
の
発
売

郵
便
局
で
は
、
暑
中
見
舞
用
と
し
て

絵
入
り
官
製
は
が
き
を
七
月
一
日
か
ら

発
売
し
ま
す
。

表
面
に
樹
木
を
、
裏
面
に
「
あ
じ
さ

い
」
と
「
し
お
さ
い
」
を
画
い
た
美
麗

印
刷
の
二
種
類
で
す
。

お
友
達
や
身
近
な
人
へ
、
ま
た
、
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
得
意
様
へ

の
ご
あ
い
さ
つ
、
中
元
大
売
り
出
し
等

の
ご
案
内
に
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

。
お
友
達
や
身
近
な
人
へ
お
便
り
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

遠
く
離
れ
て
住
む
も
の
同
志
が
、
お

互
い
の
幸
福
を
喜
び
、
不
幸
を
慰
め
合

う
、
や
さ
し
い
思
い
を
手
紙
に
こ
め
て

送
る
と
き
、お
互
い
の
心
は
結
ば
れ
、明

る
く
、
温
か
い
人
生
が
ひ
ら
か
れ
る
の

で
す
。手
紙
は
、
人
の
心
と
心
を
結
び
、
心

の
さ
さ
え
と
も
な
る
も
の
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
手
紙
の
書
き
方
や
、

例
文
を
記
載
し
た
冊
子
「
手
紙
で
伝
え

る
暮
ら
し
の
春
秋
」
や
、
誕
生
日
、
結

婚
、
出
産
な
ど
の
お
祝
い
用
に
、
も
ら

っ
て
よ
ろ
こ
ば
れ
る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
入
っ
た
、
「
グ
リ
1
テ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
」
を
無
料
で
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

O
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
の

受
け
取
り
は
、
七
月
十
九
固
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

-
私
製
の
電
話
帳
広
告

に
ご
注
意
/

-

電
電
公
社
と
は
全
く
関
係
の
な
い

業
者
が
、
電
電
公
社
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
名
前
を
つ
か
つ
て
、
私
製
の
電
話

帳
広
告
を
勧
誘
し
て
お
り
ま
す
。

-

勧
誘
に
は
、
電
電
公
社
の
電
話
帳

に
お
の
せ
に
な
っ
た
あ
な
た
の
広
告

を
切
り
ぬ
き
、
「
郵
便
振
替
用
紙
に

は
り
つ
け
て
広
告
料
金
を
請
求
し
た

り
、
直
接
訪
問
し
、
そ
の
場
で
料
金

を
請
求
す
る
」
と
い
っ
た
方
法
を
用

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
電
電
公

社
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

・

電
電
公
社
の
電
話
帳
広
告
料
金
は

公
社
請
求
書
に
よ
り
電
話
料
と
い
っ

し
ょ
ょ
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

g
n

|
1
0
0
0
(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ

魚
津
電
報
電
話
局

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保

安
点
検
の
お
知
ら
せ

今
月
よ
り
、
液
化
石
油
ガ
ス
法
施
行

規
則
及
び
省
令
補
完
基
準
の
改
正
に
伴

い
、
全
国
す
べ
て
の
既
存
の
液
化
石
油

ガ
ス
設
備
を
二
年
間
に
わ
た
り
総
点
検

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
当
L
P
G
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
、
総
点
検
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
富
山
県
L
P

ガ
ス
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
u
|
5
3
4
0
 

七
月
中
に
実
施
す
る
点
検
地
区
は
次

の
通
り
で
す
。

道
下
地
区

北
鬼
江
、
本
新

(
本
新
町
も
含
む
)

緑
町
、
村
木
町

日
ざ
し
の
強
い
折
で
す
。
ボ
ン
ベ
に

は
『
覆
』
を
つ
け
、
二
十
キ
ロ
以
上
の

ボ
ン
ベ
は
転
倒
防
止
用
に
『
鎖
』
を
取

り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

。め



第三種郵便物認可・・..

万
葉
集
立
山
の
歌

(
原
文
)

多
知
夜
麻
乃
由
吉
之
久
良
之
毛

波
比
都
奇
能
可
波
能
和
多
理
瀬

安
夫
美
都
加
須
毛

立
山
の
わ
き
し
く
ら
し
も
延
槻
の

河
の
渡
り
瀬
あ
ぶ
み
つ
か
す
も

奈
良
時
代
の
天
平
二
十
年
正
月
二

十
九
日
(
七
四
八
)
越
中
守
大
伴
家
持

卿
が
当
時
の
国
府
伏
木
を
旅
立
っ
て
諸

郡
巡
視
の
際
、
早
月
川
を
渡
渉
す
る
に

あ
た
り
歌
っ
た
も
の
で
、
万
葉
集
巻
十

七
の
巻
末
を
飾
っ
て
い
る
。
歌
の
意
味

は
、
「
あ
の
立
山
の
雪
が
と
け
て
流
れ
来

て
い
る
も
の
ら
し
い
。
早
月
川
の
一
番

浅
い
筈
の
渡
り
瀬
で
も
乗
馬
の
あ
ぶ
み

を
ひ
た
ら
せ
る
程
水
か
さ
が
増
し
て
い

る
」
で
あ
る
。

歌
碑
は
仙
台
石
の
非
常
に
大
き
な
も

の
で
碑
面
に
は
本
県
の
生
ん
だ
万
葉
学

者
故
山
田
孝
雄
博
士
の
筆
に
な守

を
原
文
の
ま
〉
刻
ま
れ
て
い
る
。

歌
碑

昭和27年4月r日
豆ケヨ手月川畔‘

昭和53年 7月1日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

楽
し
か
っ
た
小
運
動
会

六
月
六
日
。
絶
好
の
天
候
に
恵
ま
れ

五
四
四
名
が
一
つ
の
大
き
な
和
と
な
っ

て
、
日
頃
、
き
た
え
た
心
と
体
を
十
分

発
揮
し
、
手
に
汗
に
ぎ
り
、
声
を
張
り

h
F
写
真
は
高
瀬
淳
君

マ
編
集
後
記
企

今
月
の
は
じ
め
は
、
ま
だ
梅
雨
期
の

後
半
で
ジ
メ
ジ
メ
し
た
雨
が
降
り
続
き

ま
す
。

梅
雨
も
後
期
に
入
る
と
、
し
ば
し
ば

大
雨
と
な
り
水
害
を
お
こ
し
ま
す
。

山
岳
方
面
も
悪
天
候
と
な
り
や
す
く

登
山
に
は
、
非
常
に
危
険
な
時
期
と
な

り
ま
す
。

梅
雨
が
明
け
る
と
一
番
安
定
し
た
時

期
で
い
よ
い
よ
真
夏
の
訪
れ
で
す
。

海
に
山
に
人
々
が
く
り
出
し
ま
す
。

行
楽
に
は
、
天
候
を
固
定
め
て
か
ら
出

。紛

経
団
小
学
校
六
年

瀬

j享

高

上
げ
て
、
力
の
限
り
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

去
年
、
グ
ラ
ン
ド
が
拡
張
さ
れ
、
さ

ら
に
、
今
年
の
四
月
よ
り
決
め
ら
れ
た

真
新
し
い
運
動
服
の
経
団
小
学
校
の
マ

ー
ク
が
一
段
と
輝
い
て
、
見
え
ま
し
た
。

楽
し
く
思
い
出
深
い
小
運
動
会
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
『
ス
ポ
ー
ツ

と
は
、
勝
つ
事
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な

い
グ
負
け
た
時
の
く
や
し
さ
を
、
次
の

勝
負
に
か
け
る
心
が
大
切
だ
』
と
い
う

事
を
、
学
び
ま
し
た
。

ぼ
く
達
も
、
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、

勉
強
に
、
運
動
に
、
力
い
っ
ぱ
い
、
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夕
涼
み
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花
火
を

す
る
の
は
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の
楽
し

い
ひ
と
時
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
夏
の
風
物
詩
も
取
り

あ
つ
か
い
を
一
歩
誤
る
と
、
火
災
や
火

傷
な
ど
の
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
要
望
や
、

地
域
の
話
題
な
ど
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
連
絡
は
次
へ
ど
う
ぞ
:
:
・
:
:

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番

印刷/魚津印刷株式会社


